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教育普及センター

都立動物園水族園・教育普及センター

４園の教育普及活動の推進のために５年前にできた新部署

各園に教育普及活動・広報を担当する教育普及係



水族館の社会教育施設としての最大の特徴は

「生きている生きもの（実物）を介した学びの提供」



・生きものの科学的な観察による能動的な学び

・対話的な学び

・自然体験へとつなぐことが最終目標

・学校教育との連携を重視

葛西臨海水族園の教育普及活動方針

視点をもった詳細な観察により自ら発見し理解する楽しい学び

人を介した双方向性の高い学び

個々の自然体験へ誘い、学びが継続すること



・子どもの自然体験は継続的に減少傾向にある
※青少年少年の体験活動等に関する意識調査（令和元年度調査）

・体験格差が広がる
 「学校外の体験がない」子供が世帯年収300万未満の家庭で29.9%
 動物園水族館・博物館等の見学体験は世帯年収300万円未満と

600万円以上の家庭で10ポイント以上の差
※資料：公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン「子どもの『体験格差』実態調

査最終報告書（2023）

・自然や生きものへの興味関心の程度や体験の頻度は二極化

学校教育との連携は

すべての子どもに、誰も取り残すことなく

学びの機会を届けるためにもっとも重視すべき

学校教育との連携の重要性



今日のお話

学校教育連携

の概要

（おもに小学校）

近年の課題

と取り組み
まとめ



小学校教育との連携の概要

引率事前指導

見学のアドバイス
教材(DVD/ワークシート）

貸出

来園時団体プログラム

小学校教員向けセミナー アウトリーチ
（キャリア教育）

移動水族館
（来園の難しい児童対象）

オンライン授業
ICT教材の提供

コロナ禍での新たな取り組み



学年に応じて同じテーマでもねらいや内容が異なる様々なプログラム、
学校の要望に応じたオリジナルプログラムや障がいのある児童向けプログラム等を用意

来園時
団体プログラム
年間400件以上



小学校教員
向けセミナー

• 都立動物園水族園で全14コース ※2023年度

• 464名の申し込み、抽選で356名 ※2023年度

• 水族園は4コース

①干潟で体験！生きものと環境を知る

②水族園でみつける「うみのかくれんぼ」

③はじめての動物飼育－水の生きもの

④生きものの観察が楽しくなるー魚で学ぶ生きものの見方

3年理科「身の回りの生物」・6年理科「生物と環境」・特別活動「臨海学校」

1・2年国語「スイミー」・1年国語「うみのかくれんぼ」

生活科「動植物の飼育・栽培」・5年理科「動物の誕生」・総合的な学習

3年理科「身の回りの生きもの」・6年理科「生物と環境」

都内小学校すべての教員に送付



• 学校団体向けオンライン授業オンライン授業
ICT教材

• 学校で役立つ！教員向け動画

• 水族園VR



近年の課題と取り組み❶

より多くの学校に水族園を活用
してもらい、児童に効果的な学
びを提供するにはどうしたら？

学校の現状と課題を知り、
なにを求められているかを把握する

新しい学習指導要領(2020年）

教員の多忙化

総合的な学習の時間の見直し

コロナ禍でのDX化などの変化

教科書研究

・全ての教科書を購入、内容
の確認

・都内エリアごとに採択され
ている教科書を調査

・登場する生きものや事象の
リスト化、プログラムの検討
教員ヒアリング

・学校を訪問しての教員への
聞き取り調査を実施

・作成した教材の紹介と教員
からのフィードバック
その他

・学校飼育動物をサポートす
る獣医師の聞き取り調査など



小学校教員と共同開発した国語「スイミー」の動画教材

こちらからごらんいただけます



近年の取組と課題❷

障がいのある児童にも
より効果的な学びを提供したい

障がいのある児童を対象としたプログラム
の充実と、専門家のアドバイスによる改善

3.5%

6.9%

10.2%
11.4%

14.5%

2017 2018 2019 2021 2022

教員セミナーにおける
特別支援担当教員の増加

特別支援学校・学級の団体受け入
れの増加

普通級のなかにも特別な支援が必
要な児童がいるケースの増加

教員ヒアリング

・学校を訪問しての特別支援
担当教員の聞き取り調査を実
施

・作成した教材の紹介と教員
からのフィードバック

専門家による評価・改善

・ソーシャルインクルージョ
ンの専門家によるプログラム
の評価とアドバイス
・プログラムの改善



WAZA：世界動物園水族館協会（2020）
保全のための社会変革

世界動物園水族館保全教育戦略

地球環境の保全、そのために社会変革が必要

社会変革を実現するための保全教育が

動物園水族館が果たすべき保全

https://www.waza.org/wp-content/uploads/2020/10/10.06_WZACES_spreads_20mbFINAL.pdf

https://www.waza.org/wp-content/uploads/2021/05/WAZA-Conservation-Education-Strategy-
Japanese-ver..pdf （日本語版）

近年の取組と課題❸

地球環境の悪化を懸念し、動物園水族館は、人と自然
のための多様で持続可能な未来を築くために、重要な
役割を担っており、そのために必要な社会変革をもた
らすための保全教育こそが、動物園水族館が果たすべ
き保全だという考え方を示しました。

水族館に求められてきた環境教育やESD
近年は保全教育が果たすべき役割と言われている

https://www.waza.org/wp-content/uploads/2020/10/10.06_WZACES_spreads_20mbFINAL.pdf
https://www.waza.org/wp-content/uploads/2021/05/WAZA-Conservation-Education-Strategy-Japanese-ver..pdf


環境教育と保全教育

例） 環境教育基金 FEE Japan 森林環境教育のLEAF6つのステップを参考に作成

環境教育 ＋ 地球環境保全を実現する社会変革 ➡ 保全教育

環境教育 保全教育



水族園での保全教育

水族園は実物の魅力を生かすことで多様なアプロー
チができる。しかし、その先につなげる活動は工夫や
配慮が必要である。
小さな子どもたちには自然や生きものとの一体感や
共感を育てる取組が重要であろう。

エコフォビア

自然嫌い、環境恐怖症、異常気象恐怖
症、生態系破壊恐怖症 。とくに、小さな
子どもたちに対して、環境問題の負の面
ばかりを伝えることは、返って自然が
嫌いになってしまう恐れがある。

※「Beyond Ecophobia」；足もとの自然から始めよう、デイビッ
ド・ソベル著、岸 由二訳、2009、日経BP社



水族館だからこそできるプログラムの開発と実践

小学３・４年向け食育プログラム 小学５・６年向け食育プログラム 小学５・６年向け身近な環境を考える
プログラム



まとめ

• 水族館は生きている生きもの（実物）を介した学びを提供をする社会教育施設である。

• 水族館の教育普及活動において学校との連携は、すべての子どもたちに学びの機会を提供

するために重要な柱である。今後、果たすべき役割はより一層大きくなるだろう。

• 学校との連携における課題解決に向けて、教科書研究・教員ヒアリング・専門家による評

価・障がいのある児童向けのプログラム開発などの取組を進めている。

• 現代の動物園水族館に求められているのは「保全教育」であり、水族館はそのベースとな

る生きものや自然への興味関心の入口としての役割を継続しつつ、その先へとつなぐため

の取組もより一層強化していく。

葛西臨海水族園では２０２１年より「いきもののミカタプロジェクト」を開始しました。

「ミカタ」には生き物の科学的な見方を伝えそのおもしろさやすばらしさを伝えると

いう意味と、生き物の代弁者（味方）としてメッセージを発信するという2つの意味が

あります。すべての教育活動において、スタッフ一人ひとりが、生き物や自然の魅力

とともに生き物や自然環境の現状を積極的に発信し、みなさんとともに何ができる

かを考え、行動へとつなげること、それがこのプロジェクトの目標です。
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